
.女 デシープシリコン
OOF SIttCONE

淳‐2漆覇溶翻型屋機癬蜜綿

プ沙番ナ勝拳プシ琴コン
2糠 覇溶翻璽屋攘鐵 躍難魔轟導衰拳驚揺 ≪饉無塗揺 )

プラ排ナダレープ慟ザコン
ヽ

|
く

ミ  
了 ▼

分

＼ か



JAPAヽ
I PAINT MASTに Rδ

日本中の塗装専PH店が集結した全国規模の施工会社

回本塗装名人社
その名の通 り、 日本全国の塗装名人達の集まりです。

自称、塗装名人の集ま り。心 と技術が伴 つた名人です。

塗装サービスを必要 とする個人様や企業様に対 し、

心身ともに健全な技術の伴 う全国規模の塗装会社です。

最!品
の塗料品質を追求

紫外線が東京の3倍と言われる沖縄宮古島。その過酷な環境下にある

日本ウェザリングテス トセンター内に、さまざまな塗料の耐候性を

比較検証する権利を獲得しました。公的な機関のもと公平なデータ

収集が可能となつたことで、塗料メーカー様からの試験データに加え、

紫外線・雨・風・塩害などの影響を受ける実際の曝露試験結果を

もとに、お客様への最高品質の塗料・塗装をひ提案します。

錢綴鰯錢錢璽騒纏鱚鐘鶉

宮古島暴露試験場にて

キ     FiiiT‐
=~´

     ~'

①耐久性に優れています。

②高い付着性を発揮します。

③防藻・防カビ性を有しても`ます。

①鉛・クロームフリーです。

③22色からお選び頂けます。

①作業性や乾燥性に優れてしヽます。
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1常に熱や紫外線にさらされている屋根。屋根を塗装することは築観を保つためだけではなく、
‐

i屋根が劣化しないように保護することが重要なポイントとなります。           |
IJ'Mプラチナルーフシリコンは高耐候性技術 トリプルブロックにより紫外線や熱などから―
効率的に屋根を保護して劣化を防ぎます。
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クリアー層

着色層

基材

塗料の表面にクリヤー層を形成 し、紫外線から守る機能と、

色を付ける着色層に機能分化させます。
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夏の冷房効果が気になる…

屋根の熱が室内の温度に影響している気がする…

屋線が熱くなりにくいため、室内温度の童昇を臓ぎ等

鵞房効果が高まります。℃計喬鬱暮椒衰箋、昌謡導電滝匿招忽解壕務懸盈ぼ宅言語貢響な標球轟承とます。
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熱中症対策 省エネ効果
屋内でも熱中症になるケ…スは多くあります。熱中症にならない

ためには室内の温度が高くならないように気をつけることに加え、

湿度が高いと汗をかきづらくなつてしまうので、換気や除湿にも

気を付けましょう。また、水分補給も大切です。

太陽の光のうち、熱エネルギーになりやすいのは

波長が 780nm～ 2500nmの近赤外線領域です。

遮熱塗料には近赤外線の波長を反射しやすい特殊な

顔料が使用されています。

近赤外線の波長を反射しやくすることで、

屋根の蓄熱を防ぎ、室内に熱が伝わるのを抑えます。

●特殊な黒
濃色が多い屋根に欠かせないのが黒色顔料。熱を吸収しやすい黒色を、

変色が起こりやすいと3色の顔料混合で作らず、特殊なチタン系黒色

遮熱顔料を使用することで、黒さと優れた遮熱性能を兼ね備えています。

太陽の熱の影響を直接受けやすい屋根に遮熱塗料を塗装することで室内の

急激な温度上昇を防ぎ、冷房の設定温度をあまり下げなくても快適に過ごす

ことができます。また、蓄熱や、エアコン使用によるC02発生を軽減

できるので温暖化対策にも貢献できます。

一般塗料
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遮熱塗料

有機顔料 3原色の
混合で黒色を作る

変色リスクあり

熱エネルギーになる太陽光を

反射させて、室内温度の

上昇を防ぎます。

チタン系黒色遮熱顔料
(無機顔料)

赤外線
領域波長

▼

遮熱塗料つてどんなしくみなの?

遮熱塗料はなんでおすすめなの?

リスク

性能試験

●チタン系黒色顔料と一般顔料との比較

黒色塗料での顔料比較 (可視光領域 )

寺§

●耐候性試験

スーパー UVによる促進耐候性試験

黒色塗料での顔料比較 (近赤外線領既 )

可視光領域 (380～ 780

nm)の光は、反射率が

低い方が黒味のある塗料
となります。
チタン系黒色顔料を使用
した塗料の方が高い漆黒

性を発揮します。

色差は数値が小さいほど

色の変化が少ない (耐候

性が良い)こ とを示します。
チタン系黒色顔料を使用
した塗料は、従来遮熱顔料
を使用した塗料に比べて

耐候性が良いと言えます。

近赤外線領域 (780～
2500nm)の 光は、反射
率が高い方が遮熱性能が

高くなります。
チタン系黒色顔料を使用

した塗料の方が遮熱性能
が高くなります。

光沢保持率は数値が 100°/o

から下がらないほど艶が

落ちない (耐候性が良い)

ことを示します。チタン系

黒色顔料を使用した塗料は、

従来送熱顔料を使用した

塗料に比べて耐候性が良い

と言えます。
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屋 根 用 塗 料

Color Variation

SC-31 シェルライト SC-32 ライトクリーム SC-33 ノースォレンジ

SC-34 ノースブラウン SC-35 オリーブグリーン●   Sc-36 ナイスブルー●

SC-37 ニューグレー SC-38 ワインレッド SC-39 ニューヮィン

SC‐40 ダークグリーン● SC-41 セルリアンブルーO   sc_42 ナチュラルグレー

SC-43 ローヤルレッド● SC‐44 コーヒーブラウン   Sc-45 ディープグリーン

SC-46 マリンブルー● SC-47 ダークグレー SC-48 チャコールグレー

SC-49 ブラック※ SC-50 スレートブラック    sc_51 ナスコン●

(注 〕
]写震ぞ括ごPF品

によって対応不可色や彩度の高い御 こおいて対応できない場合があります。あらかじめ
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:: 刀里空代津ェょ鼻建馨錘需?尋写P場合
があります。実際の色や艶は、見本板でご確認ください。

お,鍵脇摯客げ輩裂
よ腕姉飼能です。SC-52 スカイブルー●



「デンスシリカ処理技術」「ラジカルトラップ技術」「紫外線吸収技術」を組み合わせた

トリプルブロックシステムにより、紫外線による塗膜の劣化を抑制します。高い光沢を

ィ保持と、美しい屋根を維持することができます。

田 夢り で う鮨 術

従来とは異なる独自の酸化チタン表面
処理技術によリラジカルの発生を抑え
耐候性を向上させます。

囲
発生したラジカルを食べて無害化する

ラジカル トラップ技術

発生 したラジカル を食 べ て しま う
ラジカル トラツプ剤 (HALS)に よ
り劣化を大幅に抑えます。

塗膜に照射された紫外線を熱に変換する

紫外線吸収技術

紫外線が
熱に変換

当るとそのエネザレギーを吸収し
します。

塗料粒子  ・
｀
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より水や酸素を1と

ねかえはラジカル
を発生きせない  _
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一般的にコロエアルやカラーベストと呼ばれる化粧スレート系屋根材は、

常に紫外線を浴び続ける過酷な条件の中で、壁の3倍以上のダメージを

受けています。一見正常に見える屋根材も、顕微鏡で観察するとミクロな

巣穴が無数に空いた状態となつており、雨水が侵入 し劣化は塗膜の

深いところまで達しています。

浸透性に優れた1液エポキンタイプのシーラーは、深言『まで浸透し、ガッチリ強回な層を形成しま現
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逗目!∃ 着 こそ力ヽ屋根をよみがえらせる最重要技術なのです!

E― 登酸スレー ト療機舞l強溶剤鰺温ポ寺シ縛臨轟漏蔭盤 シーラ磐

アPMプラチナシーラー 電奮烈旨窪霊唐辱夢軍殆麗黒絲翌建離。反応で

アPMプラ排ナシーラー
脆弱層

健全層

塁材

強固な土台作りとマイクロセパレー トによる美しい色彩と紫外線からの防御 !これら最先端技術をフルに使つた塗料です。

※
屋根 を よみが え らせ る技術 子.

アP'Ⅵプラチナルーフシリコイ々おすすめする理由



標準施工仕様書

■化粧スレー ト屋根、波形スレー ト屋根

※上記の各数値は、全て標準のものです。施工方法・下地の形状によつて異な ります。
※塗料用シンナー Aは、弊社推奨品をご使用 ください。その他のシンナーを使用 した場合は、弊害としてちぢみや再溶解等の不具合が発生する恐れがあ ります。

■トタン屋根 (金属屋根)

※上言己の各数値は、全て標準のものです。施工方法・下地の形状によつて異なります。
※塗料用シンナーAは、弊社推奨品をご使用ください。その他のシンナーを使用した場合は、弊害としてちぢみや再溶解等の不具合が発生する恐れがあります。

■化粧スレー ト屋根、波形スレー ト屋根、モニエル瓦

※※モニエル瓦への塗装の場合、下塗 り材を別途選定が必要になる場合があります。
※上言己の各数値は、金て標準のものです。施工方法・下地の形状によつて異なります。
※塗料用シンナー Aは、弊社推奨品をお使用 ください。その他のシンナーを使用 した場合 tよ 、弊害としてちぢみや再溶解等の不具合が発生する恐れがあ ります。

■トタン屋根 (金属屋根)

※上記の各数イ直tま、全て標準のものです。施工方法・下地の形状によつて異なります。
※塗料用シンナー Aは、弊社推奨品をご使用 ください。その他のシンナーを使用 した場合は、弊害としてちぢみや再浴解等の不具合が発生する恐れがあ ります。

JPMプラチナルーフシリコンスレート屋根、波形スレート屋根、金属屋根、
モ ニ 三ニル 瓦    ※モニエル瓦の仕様は別途ひ相談ください。
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(主材 :13.5kg/缶、
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」PMプラチナルーフシリコン遮熱

Mプラチナシーラー (ク リヤー・ホワイト)

Ml液プラチナエポサビ
M2液プラチナエポサビ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

素地調整 苔、藻、ごみ、塵埃、油脂分などの付着物及び劣化塗膜は、高圧水洗浄 (10MPa程 度)で入念に除去 し、水洗い後は翌日まで十分乾燥 した清浄な面 としてください。

はけ、ウーザレローラー
エアレススプレー 1～ 2 3-168h

外
回
　
卜
回螂下塗 リ JPMプラチナシーラー 主材 :12 5kg 硬化剤 :2.5kg

無希釈

上塗 リ JPMプラチナルーフシリコン 主材 :13.5kg 硬化剤 :lSkg
塗料用シンナーA'0～ 1.5L

はけ、ウーザレローラー
エアレススプレー 2

工程内
3^ψ 168h

41～ 60n1/15kgセット
0.25～ 0,36kg/n:

素地調整 旧塗膜に浮き、剣がれなど劣化部や脆弱部、さびや粉化物がある場合は、サンダーや皮スキなどで除去し乾燥し清浄な面としてください。

はけ、ウールローラー
エアレススプレー 1～ 2 4-168h 106～ 123浦 /16kg

O.13～ 0.1 5kq/雨
」PMl液プラチナエポサビ 主材 :16kg

塗料用シンナーA:0～ 1.6L
下塗 り

」PM2液プラチナエポサビ    羞種島リチリ_胃聟瞥lttg
はけ、ウールローラー
エアレススプレー 1 4-168h

94～ 114ド /16kgセット
0.14～ 0,17kg/浦

ィ ト途り | jPMプラチナルーフシリコン   壷種鳥テ
'y_印

ぞ瞥1計
g はけ、ウールローラー

エアレススプレー 2
工程内

3-168h なL禁紹窃甲琳

素地調整 苔、藻、ごみ、塵埃、油脂分などの付着物及び劣化塗膜は、高圧水洗浄 (10MPa程 度)で入念に除去 し、水洗い後は翌日まで十分乾燥 した清浄な面としてください。

下塗 リ 主材 :12.5kg 硬化剤 :2.5kgJPMプラチナシーラー (ホワイト) 無希釈

はけ、ウールローラー
エアレススプレー 1～ 2 3～ 168h il:,I!!乱深

セツト

卜談リ
硬化剤 :1`kg
A:0´Vl.SとJPMプラチナルーフシリコン遮熱  羞無島ヴ,ψ_ はけ、ウールローラー

エアレススプレー 2
工程内

3 hψ 168h ILttЪ鞘 ・

素地調整 旧塗膜に浮き、剥がれなど劣化部や脆明部、さびや粉化物がある場合は、サンダーや皮スキなどで除去 し乾燥 した清浄な面としてください。

下塗 り JPMl液 プラチナエポサビl′す、ワイト)垂無島ザ!み_A:0～ 16L はけ、ウールローラー 1～ 2 4-168h 107～ 123ボ /16kg
O,13～ 0.15kg/雨

上塗り JPMプラチナルーフシリコン遮熱
主材 :13.5kg 硬化剤 :1,Skg

途料用シンナーA:0～ 1.5七 エアレスス
はけ、ウールローラー

プレー 2
工程内

3^"168h :L托ミ饂 評
セ1フト
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販売元 製造元
株式会社

●

〒463-0098愛知県名古屋市守山区川北町315
TEL:0120-41-1152(良 い イイエ事 )

FAX:052-768-4116
■ホームページアドレスhttps7/corpjpaintmocom

T460-0003
本社 名古屋市中区錦2丁目19番25号 日本生命広小路ビル
TEL:052-300-2222(代 )FAX:052-300-1234
■ホームベージアドレスhttps:〃www.kikusu卜 chemocojp/

本塗装名人社 ④菊水イ世平工業株式会社

0こ の見本帳は2021年 10月 の情報により作製しております。 0この見本帳に掲載の製品は、予告なしに仕様や取り扱いを変更することがあります。


